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行動 例 乳児の状況 保育者の関わり 保育者の関わりが乳児に及ぼす影響
定位行動 ゆった りと笑顔で働
きかける。









声 を聞 い て
声 の した 方
を向く
筆者作成 (資料)①保育指針解説 (厚生労働省2018b:112),②母子関係の理論 I愛着行動 (Bowlby=1991:290-297)。
Ⅲ-2。 発信行動に対する,乳児保育における愛着  心地よさを実感すると,自 ら手を伸ば し,ス キン
形成に関する支援             シップを求めるようになる」 とい う経験をし,欲
Ⅲ-2-①。「泣く」という発信行動に対する,乳児  求が満たされる安定感をもつことにつながるとさ
保育における愛着形成に関する支援    れていた (表 2)。
保育指針 (厚生労働省2017b:17-23)に おい   また,保育指針解説 (厚生労働省2018b:113-
て,「泣く」とい う発信行動 とかかわりのある内  114)にて示された 「初めて会った人や知 らない
容は「①子どもからの働きかけを踏まえた,応答  人に対して泣くなど,人見知りをするようになる」
的な触れ合いや言葉がけによって,欲求が満たさ  といった乳児からの働きかけも「泣く」とい う発
れ,安定感をもって過ごす。」であった。      信行動にあたる。これらに対し,保育者の援助 と
この内容に関して,保育指針解説 (厚生労働省  して 「愛情を込めて受容的に関わる」といった応
2018b:112)で は,「 自分の欲求を泣き声で表す」 答的な触れ合いや言葉がけがあげられていた。こ
「感情を込めて様々な泣き方をする」というた乳  うした保育者の援助によって乳児は,「愛情を込
児からの働きかけが示されていた。これらに対し,  めて受容的に関わる大人とのや り取りを盛んに楽
保育者の援助として「子どもの欲求を汲み取 り,  しむようになり,そ うした大人との間に形成され
タイ ミングよく応えていく」「触れ合 う (ス キン  た愛着関係が更に強まる」「この絆を拠 りどころ
シップ)」 といった応答的な触れ合いや言葉がけ  として,徐々に周囲の大人に働きかけていくよう
があげられてお り,こ うした保育者の援助によつ  になる」「特定の保育士等との安定した関係を基
て乳児は,「 自分のしてほしいことが受け止めら  盤にして,次第に他の子どもに対 しても関心をも
れ,心地よくかなえられると安心する」「欲求を  つようになる」という経験をし,欲求が満たされ
かなえてくれた人に対する信頼感 も育まれる」  る安定感をもつことにつながるとされていた (表 2)。
「心の安定につながる」「肌の触れ合いの温かさや
表 2「泣く」という発信行動に対する,乳児保育における愛着形成に関する支援














行 動 例 乳児の状況 保育者の関わり 保育者の関わりが乳児に及ぼす影響





み取 り, タイ ミング
よく応えていく。













































働省2018b:113)では,「声を出 した りす る」
「自分の意思や欲求を,声や哺語で,伝えようと
する」という発声,哺語が示されていた。これら







は,「大人の声やや り取 りを心地よいものと感 じ
るようになる」「次第に,声や表情での感情表現
も豊かになり,積極的に保育士等との関わりを求























筆者作成 (資料)①保育指針解説 (厚生労働省2018b2018:113),② 母子関係の理論 I愛着行動 (BOwlby=1991:290-297)。
愛着行動 乳児保育における愛着形成に関する支援
行動 例 乳児の状況 保育者の関わり 保育者の関わりが乳児に及ぼす影響

















筆者作成 (資料)①保育指針解説 (厚生労働省2018b:113-114),② 母子関係の理論 I愛着行動 (Bowlby=1991:290-297)。

























「大人の声やや り取 りを心地よいものと感 じるよ
うになる」「次第に,声や表情での感情表現も豊
かになり,積極的に保育士等との関わりを求める





表 5 「身振 りを示す」とい う発信行動に対する,乳児保育における愛着形成に関する支援
筆者作成 (資料)①保育指針解説 (厚生労働省2018b:113),②母子関係の理論 I愛着行動 (Bowlby=1991:290-297)。
愛着行動 乳児保育における愛着形成に関する支援
行動 例 乳児の状況 保育者の関わり 保育者の関わりが乳児に及ぼす影響
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Ⅲ-3.接近行動に対する,乳児保育における愛着  プを求める」といつた乳児からの働きかけが示さ
形成に関する支援             れていた。これに対し,保育者の援助 として 「子
保育指針 (厚生労働省2017b:17-23)に おい  どもの欲求を汲み取 り,タ イミングよく応えてい
て,「 しがみつく」とい う接近行動 とかかわりの  く」「触れ合 う (ス キンシップ)」 といつた応答的
ある内容は「①子どもからの働きかけを踏まえた,  な触れ合いや言葉がけがあげられており,こ うし
応答的な触れ合いや言葉がけによって,欲求が満  た保育者の援助によつて乳児は,「心の安定につ
たされ,安定感をもって過ごす。」であった。    ながる」とい う経験をし,欲求が満たされる安定
この内容に関して,保育指針解説 (厚生労働省  感をもつことにつながるとされていた (表 6)。
2018b:112)では,「 自ら手を伸ばし,ス キンシッ
表 6 接近行動 (し がみつく)に対する,乳児保育における愛着形成に関する支援




































するとされていた。また,「泣 く」 とい う発信行
動では,「愛情を込めて受容的に関わる。」とい う
支援も示されており,こ の支援によつて,乳児は






























語の語 りかけに表情豊かに言葉で返す。」 とい う
支援が示されており,こ の支援によって,乳児は



















「身振 りを示す」とい う発信行動では,「子 ど
もの気持ちを汲み取 り,十分に受け止めながら,
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に関する支援について,「 しがみつく」 とい う接
近行動では,「子 どもの欲求を汲み取 り,タ イ
ミングよく応えていく。」「触れ合 う (ス キンシッ
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省2016:厚生労働省2017:厚生労働省2018:厚生労働省
2019)に よると,年齢区分別の保育所等利用児童の割合 (保
育所等利用率)について,0歳 児は,平成27年 4月 では
127,562人 (12.5%),平成28年4月 では137,107人 (14.2%),
平成29年 4月 では146,972人 (14.7%),平成30年 4月 では
149,948人 (15.6%),平 成31年4月 では152,780人 (16.2%)
と年々増加している。
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Tbe support for the development of attachment in infant care based on the Nursery care
guidelines (Ministry of Health, Labour and Welfare Notilication No. LL7, 2OL7)
INOUE yuko
In this study, it's aimed to organize the involvement of infant care and attachment
behavior advocated by Bowlby, and consider support for the development of attachment in
infant care.
The method was a literature study on Nursery care guidelines (Ministry of Health, Labour
and Welfare Notification No. LL7, 2017), and the commentary on Nursery care guidelines.
As a result, it was discovered the involvement of infant care and "orientational behavio/' ,
"signaling behavior", and "approach behavior", which are attachment behaviors during
infancy as support for the development of attachment in infant care.
The above results suggest that students studying in designated nursery teacher training
facilities may help to deepen their understanding of support for the development of attachment
in infant care.
Key words : Nursery care guidelines (Ministry of Health, Labour and Welfare Notification No.
117, 2017), the commentary on Nursery care guidelines, attachment behavior, infant care,
the development of attachment
-33-
